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修士論文要旨
2004サッカーアジアカップにおける「サッカー反日」はどう報道されたか？
－日中の新聞報道分析を通して－
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研究の背景
2004年7月の下旬から8月の上旬にかけて中国各地で
2004サッカーアジアカップが行われた。日本代表は童慶で
のリーグ戦・準々決勝、済南での準決勝と勝ち進み、北京
での決勝戦でホスト国の中国を破り、最後見事に優勝を飾
った。
しかしながら、スポーツ大会に過ぎない今回のアジアカ
ップは、予想外の展開で世の中の注目を浴びた。それは、
重慶・済南・北京で、日本代表と日本人サポーターが移動
先で、一部の中国人サポーターから大ブーイングと罵声を
浴び、缶やペットボトルを投げつけられ、反日行動と見ら
れた日中間の大事件が起こってしまったからである。日本
チームの試合では、中国人サポーターが政治的なプラカー
ドを掲げ、反日のスローガンを高く叫び、日本チームの登
場と日本国歌の演奏にブーイングするなど、競技場という
場所で強烈な反日感情を表した。さらに驚くべきことに、
決勝戦後に、中国人サポーターが日本チームのバスを囲み、
日の丸を燃やし、日本公使の車を打ち壊すまで、大規模の
反日騒動が挙げられた。こうした．騒ぎは、通称「サッカー
反日」と呼ばれている。
研究の関心の所在
新聞をはじめ、日本のメディアは「サッカー反日」を盛
んに報通した。日本人にとって、その時テレビで流された
中国人サポーターのブーイングや日本人がペットボトルを
投げつけられたりした映像は衝撃的ではなかっただろうか。
その映像が国内で繰り返して放映され、日本人に「これが
中国の民衆の姿だ」と感じさせたのでは。
しかしながら、このような中国報道に対して、「必ずしも
すべでの中国人がメディアに伝えてもらったようではな
い」「普段の中国報道と違ってその時日本メディアのやり方
が正常ではない」「その時の報道をすべで信じるのか」など、
いろいろな疑問と批判が挙がった。
以上の疑問などを解明するため、本稿には二つの関心が
ある。まず報道分析を通して、2004年サッカーアジアカッ
プにおける「サッカー反日」が日中両国の新聞にどう報道
されたかを解明する。その上で日本における中国報道のジ
ャーナリズムの問題点を取り上げ、その理解を深めていく
ことを目指す。
本論文の概要
第1章では、2004年サッカーアジアカップをふりかえる。
そこで「サッカー反日」問題の経緯を整理し、発生の背景、
原因と問題の本質を解明する。
第2章では、日中両国紙の報道の全容を明らかにする。日
本側に対し、2004年の7月21日から、8月8日までの計19日間
の、朝日新聞、産経新聞、毎日新聞、読売新聞における「サ
ッカー反日」についての醜道を対象にして項目別で量的と
質的分析を行う。一方、特殊といわれる中国の報道全容を
紹介する。最後、第3章の導入として「代表制」で日本側か
ら産経新聞、「唯一性」で中国側から中国青年報を選ぶ。
第3章ではまず報道の諸要素で代表的な産経新聞の報道
に対する分析を行い、日本の対中報道に溢れた諸問題およ
びそのジャーナリズムを分析する。そして中国の宣伝事情
に触れた上で、中国青年報の報道分析を取り上げる。
第4章では、ジャーナリズムの観点を用い、日本の対中報
道に対する特定の考察をする。日本における対中報道のジ
ャーナリズムをさらに明らかにする。
最後の「終わりに」では、2004サッカーアジアカップに
おける「サッカー反日」はどう報道されたかについてまと
めた上で、日本の対中報道に関するジャーナリズムの問題
点をまとめて論じる。そして今後の課題などで本論文を締
めくくる。
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